
 

特 別 委 員 会 調 査 報 告 

 

 令和 ６  年 ２  月２ ０ 日 

                   薩摩川内市議会 

                   川内原子力発電所対策調査特別委員会    

                   委員長  成 川 幸 太 郎 

１  委員会の開催日 

  １ 月１ ９ 日（ 委員会） 及び ２ 月１ ０ 日（ 原子力防災訓練視察）  

２  川内原子力発電所の安全対策に 関す る 調査 

 ⒧ 川内原子力発電所の運転状況に つ い て  

   当局から 、 １ 号機及び ２ 号機はそ れぞ れ通常運転中で あ り 、 気体・ 液体廃 

  棄物の放出量は年間放出管理目標値を 下回っ て い る こ と 、 固体廃棄物の貯蔵 

率は７ ５ ． ０ ％で あ る こ と 、 使用済燃料の貯蔵率は７ ４ ． ６ ％で あ る こ と 、  

新燃料は８ 体を 貯蔵し て い る こ と 、 法に 基づ き 国へ報告を 要す る 事象等は該 

当がな い こ と に つ い て 報告があ っ た 。  

 ⑵ 令和５ 年度鹿児島県原子力防災訓練に つ い て  

  ア  １ 月１ ９ 日、 当局から 、 鹿児島県、 本市及び 関係市町が、 国・ 事業者等 

と 共同し て 総合的な 原子力防災訓練を ２ 月１ ０ 日に 実施す る こ と に つ い て  

説明があ っ た 。 今回は、 事故の進展に 応じ て 、 県、 関係市町がそ れぞ れの 

防災計画に 基づ い て 訓練を 実施す る こ と 、 原子力防災ア プ リ を 含む原子力 

災害時住民避難支援・ 円滑化シ ス テ ム の活用がポ イ ン ト で あ る と と も に 、  

新た に オ フ サイ ト セ ン タ ー 別館の活用、 県現地本部会議の開催、 避難車両 

配車シ ス テ ム に よ り 避難住民へ配車を す る 訓練、 原子力防災ア プ リ から の 

情報投稿への対応を 行う 予定で あ る こ と な ど 、 昨年度の訓練から 変更があ  

る 項目に つ い て 説明を 受け た 。  

    な お 、 調査の過程に お い て 、 委員から 今年１ 月に 発生し た 能登半島地震 

のよ う な 地震が発生し 、 津波、 道路の寸断等の問題が生じ た 場合、 計画ど  

お り に 対応で き る のかと の質疑があ り 、 当局から 、 訓練と 違う 事態が生じ  

て も 計画と は別に あ ら ゆる 手段を 用い て 住民を 避難さ せる 旨の回答があ っ  

た 。  

  イ  ２ 月１ ０ 日、 原子力防災訓練を 視察し 、 川内原子力発電所に お け る 通報

連絡訓練、 鹿児島県原子力防災セ ン タ ー に お け る 増改築部分の役割、 寄田

地区に お け る 道路啓開訓練及び 倒壊家屋から の要救助者の救出訓練等に つ

い て 確認し た 。  


